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「
伊
仙
町
ほ
ー
ら
い
館
」
で
10
月
26
日
、

「
あ
ま
み
長
寿
・
子
宝
フ
ェ
ス
タ
in
徳
之

島
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
徳
之
島
３
町

代
表
が
、
奄
美
群
島
の
豊
か
な
文
化
や
環

境
を
大
切
に
活
か
し
た
「
長
寿
・
子
宝
の

島　

あ
ま
み
」
の
島
づ
く
り
を
、
奄
美
群

島
全
域
で
さ
ら
に
進
め
て
い
く
こ
と
を
誓

い
、
長
寿
・
子
宝
宣
言
を
し
ま
し
た
。

巨
大
地
震
と
大
津
波
を
想
定
し
た
「
第

３
回
徳
之
島
３
ヵ
町
合
同
防
災
訓
練
」（
徳

之
島
地
区
消
防
組
合
主
催
）
が
10
月
27
日
、

島
内
３
町
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
か

ら
関
係
機
関
と
団
体
、
地
域
住
民
ら
約

２
１
０
０
人
が
参
加
。
安
全
な
場
所
へ
の

避
難
や
各
種
訓
練
、
傷
病
者
の
救
護
な
ど

で
緊
急
時
の
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

町
文
化
会
館
で
11
月
２
日
、
第
34
回
徳

之
島
町
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
に
は
約
１
０
０
０
名
が
来
場
し
、
作
品

展
示
や
舞
台
芸
能
な
ど
の
鑑
賞
を
楽
し
み

ま
し
た
。

開
会
行
事
で
は
、「
徳
之
島
民
謡
研
究

会
（
島
唄
）」「
勝
達
子
さ
ん
（
茶
道
）」

「
春
山
繁
さ
ん
（
書
道
）」
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
舞
台
で
の
芸
能
発
表
は
、
ダ
ン

ス
や
島
唄
の
演
奏
な
ど
、
26
団
体
に
よ

る
26
ス
テ
ー
ジ
。
大
勢
の
観
客
を
前
に
、

日
々
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
ロ
ビ
ー
で
は
作
品

展
示
が
行
わ
れ
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
や
書
道
な
ど
、
14
団
体
の
作
品
を
沢

山
の
来
場
者
が
観
覧
し
ま
し
た
。

３ 町 代 表 に よ る 「 長 寿 ・ 子 宝 宣 言 」

２
０
０
０
人
参
加

～
合
同
防
災
訓
練
～

フ ラ チ ー ム Ｋ ’ に よ る 優 雅 な フ ラ ダ ン ス

トリアージによる傷病者の救護訓練

子どもたちの力強い作品

全
国
へ
声
高
ら
か
に

「
長
寿
・
子
宝
宣
言
」

芸術の秋を楽しむ
＝第 34回徳之島町文化祭＝

見事な島唄を披露した手舞倶楽部
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「
第
55
回
全
国
削さ
く

蹄て
い

競
技
大
会
」
に
お

い
て
、
徳
之
島
町
出
身
で
曽
於
市
末
吉
町

の
深
見
哲
久
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。
鹿

児
島
県
勢
が
日
本
一
の
栄
冠
に
輝
く
の

は
、
深
見
さ
ん
の
師
匠
で
も
あ
る
同
末
吉

の
平ひ

ら

澤さ
わ

津つ

美
朗
さ
ん
以
来
15
年
ぶ
り
３
回

目
で
、
地
元
親
族
は
じ
め
関
係
者
も
栄
誉

を
た
た
え
て
い
ま
す
。

大
会
は
10
月
25
日
に
茨
城
県
水
戸
市
で

開
催
さ
れ
、
各
地
方
大
会
の
上
位
24
名
が

出
場
。
深
見
さ
ん
は
県
大
会
優
勝
に
続
き
、

九
州
大
会
で
も
上
位
入
賞
し
全
国
大
会
へ

出
場
し
ま
し
た
。

深
見
さ
ん
の
快
挙
に
父
・
公
信
さ
ん

（
手
々
）
は
「
よ
く
頑
張
っ
た
。
こ
れ
か

ら
も
努
力
を
続
け
て
ほ
し
い
」
と
喜
ん
で

い
ま
す
。

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
11
月
３
日
、

奄
美
群
島
日
本
復
帰
60
周
年
記
念
復
帰
関

係
資
料
巡
回
展
「
復
帰
運
動
徳
之
島
の
先

駆
者
達
」
の
開
催
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
立
奄
美
図
書
館
主
催
の
同
巡
回
展

は
、
与
論
島
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
奄
美
群

島
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

奄
美
群
島
が
昭
和
28
年
12
月
25
日
に
日

本
復
帰
を
果
た
し
て
、
60
周
年
の
節
目
の

年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
平
和
の
尊
さ
を

次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

役
場
町
長
室
で
10
月
31
日
、
町
長
か
ら

白
田
み
ち
子
さ
ん
へ
人
権
擁
護
委
員
の
委

嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
町
か
ら
推
薦
さ
れ
、

法
務
大
臣
が
委
嘱
し
、
人
権
問
題
の
啓
発

活
動
及
び
問
題
解
決
の
た
め
地
域
社
会
に

気
軽
に
相
談
で
き
る
人
権
擁
護
機
関
と
し

て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
権
問
題
等
の
心
配
事
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

町
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
11
月

10
日
、「
第
21
回
大
島
地
区
ゆ
う
あ
い
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
大
会
は
７
年
ぶ
り
に
徳
之
島
で
開
催

さ
れ
、
大
島
地
区
の
障
害
者
支
援
施
設

等
か
ら
９
施
設
が
参
加
し
ま
し
た
。
約

１
９
０
名
の
選
手
や
応
援
団
が
、
家
族
や

施
設
関
係
者
に
見
守
ら
れ
る
中
、
13
種
目

の
競
技
に
汗
を
流
し
、
大
島
地
区
の
選
手

と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

家
族
の
笑
顔
に
見
守
ら
れ

～
ゆ
う
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
～

人
権
問
題
の
困
り
ご
と
は

人
権
擁
護
委
員
へ

委 嘱 状 を 受 け 取 っ た 白 田 さ ん

施 設 関 係 者 と 共 に 3 0 ｍ 走

奄
美
群
島
日
本
復
帰
の

奮
励
を
語
り
継
い
で

年 表 を み て 懐 か し む 来 場 者

優 勝 を 喜 ぶ 深 見 さ ん
（ 写 真 提 供 ： 曽 於 市 役 所 ）

深
見
さ
ん
日
本
一
に

＝
全
国
牛
削
蹄
競
技
大
会
＝
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10 月 29 日（火）徳之島町文化会館において、町内各中
学校の弁論、英語暗唱の代表が１名ずつ出場し、弁論・英
語暗唱大会が開催されました。大きなホールで、町内の各
中学生を前にして、各学校の代表の生徒達が堂々と発表し
ました。審査の結果、弁論では最優秀賞に嶺田妃代香さん
( 手々中 )、優秀賞に安田健友さん ( 尾母中 )、英語暗唱で
は最優秀賞に東理穂さん ( 東天城中 )、優秀賞に頂汐里さん
( 井之川中 ) が選ばれました。４名の皆さんは、徳之島町
の代表として 12 月 17 日に奄美市で行われる大島地区弁
論 ･ 英語暗唱大会に出場します。活躍が期待されます。

【各中学校発表者名】
弁論の部 英語暗唱の部

亀津中
里　楓花（1 年）
前村　さくら（2 年）

川嶺　咲（2 年）
安　朝奈（3 年）

井之川中 池畑　瑠南（3 年） 頂　汐里（2 年）
尾母中 安田　健友（3 年） 小達　啓太（3 年）

東天城中 平瀬　里杏（3 年） 東　理穂（3 年）
山中 元　陸音（3 年） 佐武　郁弥（3 年）

手々中 嶺田妃代香（2 年） 林山　大祐（3 年）

教 育 委 員 会 だ よ り

本校は、毎年、改善事項を掲げながら、「豊かな心をもち、あしたを拓く確かな学力と心身ともにたくま
しい体力を備えた子どもを育てる」を目標として学校教育に取り組んでいます。
－キャッチフレーズ－

「山：SUN（太陽）のような明るい笑顔」
「山：山（やま）のような高い目標」
「山：山（サン）キューという感謝の心」
9 月 22 日には、幼稚園と小学校、中学校と大勢の一般校区民

が参加し、合同大運動会が山中学校で盛大に行われました。「大
きな声援　力に変えて　優勝目指して　全力で挑め！」をスロー
ガンに、表現運動や短距離走など計 35 種目で地域の結束を強め、校区民一体で盛り上がりました。

11 月 10 日に開催された学習発表会は、全校児童及び幼稚
園児 37 名の「せんだんの木のように」の合唱で開幕。歌や
劇などで、日頃の学習の成果を披露しました。

幼稚園児は、おそろいの衣装で踊りと劇を演じ、「可愛い」
という声援が上がりました。3 ～ 6 年生合同の島口劇「うら
しま太郎～山バージョン～」では、息の合った三味線の演奏
で島唄を歌い、観客から大きな拍手が送られました。

一校一改善「心ピカピカ　おこないひとつ」
徳之島町立山小学校

地域の人から好評だった島口劇

地域と一体で盛り上げる運動会

【弁論の部・代表者】

【英語暗唱の部・代表者】

堂々と述べる！
～弁論 ･英語暗唱大会～
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ま
た
、
虚
偽
の
申
告
を
し
た

場
合
は
、
地
方
税
法
第
３
８
５

条
の
規
定
に
よ
り
罰
則
を
科
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

徳
之
島
町
役
場　

税
務
課　

償

却
資
産
担
当
☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
４
１
）

償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方
に

は
、
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在

の
償
却
資
産
状
況
を
同
年
１
月

31
日
（
金
）
ま
で
に
、
申
告
し

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
地
方
税
法
第
３
８
３
条
）

◆
申
告
し
て
い
た
だ
く
方

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、

会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店

を
経
営
さ
れ
て
い
て
、
土
地

や
家
屋
以
外
の
事
業
用
に
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
資
産
を

徳
之
島
町
に
所
有
し
て
い
る

法
人
ま
た
は
個
人
の
方
。

例
え
ば
、
工
場
の
機
械
類
、

商
店
や
事
務
所
の
備
品
類
、

ア
パ
ー
ト
の
附
帯
設
備
、
駐

車
場
等
を
所
有
し
て
い
る
方

が
該
当
し
ま
す
。

償
却
資
産
に
関
す
る

申
告
書
等
に
つ
い
て

な
お
、
償
却
資
産
の
増
減
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
申
告

書
は
必
ず
提
出
し
て
下
さ
い
。

◆
申
告
書
に
つ
い
て

償
却
資
産
の
申
告
書
は
、

12
月
中
旬
に
発
送
予
定
で
す
。

お
手
元
に
申
告
書
が
届
か
な

い
場
合
に
は
、
お
手
数
で
す

が
償
却
資
産
担
当
ま
で
申
告

書
の
送
付
を
お
申
し
付
け
下

さ
い
。

◆
提
出
期
限

平
成
26
年
１
月
31
日
（
金
）

《
注
意
事
項
》

資
産
の
増
減
の
な
い
場
合
で

も
必
ず
申
告
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
廃
業
・
解
散
・
転
出

等
に
つ
い
て
も
そ
の
旨
を
備
考

欄
に
記
入
し
て
申
告
し
て
下
さ

い
。正

当
な
理
由
が
な
く
申
告
を

し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
地
方

税
法
第
３
８
６
条
及
び
徳
之
島

町
税
条
例
第
75
条
の
規
定
に
よ

り
過
料
を
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

奄
美
群
島
内
に
在
留
す
る
外

国
人
に
係
る
在
留
手
続
等
の
手

続
き
に
つ
い
て
、
名
瀬
審
査
室

を
開
設
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
は
名
瀬
港
湾
合
同
庁

舎
内
３
階
に
お
い
て
以
下
の
開

設
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
注
意
事
項
）

①
天
候
に
よ
っ
て
は
、
開
庁

日
又
は
開
庁
す
る
時
間
が
急

き
ょ
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
状
況
に
応
じ

て
電
話
で
照
会
願
い
ま
す
。

②
各
種
申
請
及
び
必
要
な
資
料

等
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
ご

遠
慮
な
く
照
会
願
い
ま
す
。

③
名
瀬
審
査
室
に
は
電
話
が
架

設
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

下
記
に
照
会
願
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

福
岡
入
国
管
理
局
鹿
児
島
出
張
所

鹿
児
島
市
泉
町
18
―
２
―
40

鹿
児
島
港
湾
合
同
庁
舎
内

☎
０
９
９
―
２
２
２
―
５
６
５
８

（
照
会
時
：
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分　

土
、
日
、
祝
日

を
除
く
）

開庁予定日

開設時間 第 1 日目
13：30 ～ 17：00

第 2 日目
9：00 ～ 12：00

1 月 14 日（火） 15 日（水）

2 月 17 日（月） 18 日（火）

3 月 10 日（月） 11 日（火）

4 月 14 日（月） 15 日（火）

5 月 12 日（月） 13 日（火）

6 月 16 日（月） 17 日（火）

7 月 14 日（月） 15 日（火）

8 月 18 日（月） 19 日（火）

9 月 16 日（火） 17 日（水）

10 月 14 日（火） 15 日（水）

11 月 10 日（月） 11 日（火）

12 月 15 日（月） 16 日（火）

平
成
26
年
名
瀬
審
査
室

開
庁
予
定
日
の
ご
案
内



– 7 – 広報とくのしま 2013 年 12 月号

◎
介
護
料
の
支
給
制
度

自
動
車
事
故
に
よ
る
重
度
後

遺
障
害
者
の
方
に
対
す
る
介
護

料
の
支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

支
給
対
象　

頭
部
、
脊
髄
ま
た

は
胸
腹
部
臓
器
の
損
傷
を
受

け
、
移
動
・
食
事
・
排
泄
な

ど
日
常
生
活
動
作
に
つ
い
て
、

常
時
の
介
護
ま
た
は
随
時
の

介
護
が
必
要
な
状
態
で
あ
る

方
。

支
給
方
法　

月
額
制

支
給
期
間　

支
所
に
よ
る
受
付

の
行
わ
れ
た
日
の
属
す
る
月

か
ら
、
支
給
資
格
喪
失
事
由

の
発
生
し
た
日
の
属
す
る
月

ま
で
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

自
動
車
事
故
対
策
機
構　

交
通

事
故
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
―
０
０
０
７
３
８

http://w
w

w
.nasva.go.jp/

日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺

児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か

ら
補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、

先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た

戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、

父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪

れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も

に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好
親

善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

〈
実
施
地
域
〉

旧
満
州
、
西
武
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
、
ア
ッ
ツ
島
、
旧
ソ
連
、

マ
リ
ア
ナ
諸
島
等
、
20
か
所

〈
費
用
〉

参
加
費
と
し
て
９
万
円

【
日
程
等
の
詳
細
】

日
本
遺
族
会
事
務
局

０
３
―
３
２
６
１
―
５
５
２
１

【
お
申
し
込
み
】

お
住
ま
い
の
各
都
道
府
県
遺
族

会
へ
。

◎
育
成
資
金
の
無
利
子
貸
付
制
度

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故

対
策
機
構
で
は
、
交
通
遺
児
等

へ
の
育
成
資
金
の
貸
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
自
動
車
事
故
が
原

因
で
死
亡
し
た
方
、
ま
た
は
重

度
の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
方
の

お
子
様
で
、
０
才
か
ら
中
学
生

の
子
供
を
対
象
に
、
育
成
資
金

を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
制
度

で
す
。

貸
付
額　

一
時
金
15
万
５
千

円
、
月
額
２
万
円
、
入
学
支

度
金
（
小
、
中
学
校
入
学
時
）

４
万
４
千
円
、
返
済
期
間
中

学
卒
業
後
20
年
以
内
（
高
校
、

大
学
等
に
進
学
し
た
場
合
は
、

操
業
ま
で
返
済
開
始
を
猶

予
。）

返
済
期
間
も
長
く
安
心
し
て

借
り
ら
れ
る
制
度
で
す
。

自
動
車
事
故
の
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
へ

＝
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
の
交
通
事
故

被
害
者
援
護
制
度
＝

戦
没
者
遺
児
の皆さ

ん
へ
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≪粗大ゴミ収集日≫

12月17日（火） 亀徳　徳和瀬　諸田　神之嶺

12月18日（水）
南区　中区　北区　井之川
旭ヶ丘　下久志　母間　花徳
轟木　畦　山　金見　手々

12月21日（土） 東区　白井　大原　尾母　南原

上記の日程により粗大ゴミの収集を行いますので、粗大ゴミシールを貼り、名前を記入の上、朝８時
３０分までにゴミ収集所へ出してください。
※粗大ゴミに、シールの貼付、氏名の記入がない場合は収集しませんので気をつけてください。
※テレビ・冷蔵庫・洗濯機・衣類乾燥機・エアコン・パソコンはリサイクル品です。粗大ごみとして回

収はしませんので、ご注意ください。ご不要になった場合は家電取扱業者に委託するなどして、処理
を行うようお願い致します。

住民生活課から年末ゴミ収集のお知らせ

平成 25年 12 月粗大ゴミ収集計画

【お問い合わせ先】徳之島町役場　住民生活課☎ 0997-82-1111（内線 122）

年末年始の徳之島愛ランドクリーンセンターの営業日は下記の通りです。
12 月 22 日 日曜日 休業日
12月 23日 月曜日 通常営業
12月 24日 火曜日 通常営業
12月 25日 水曜日 通常営業
12月 26日 木曜日 通常営業
12月 27日 金曜日 通常営業
12月 28日 土曜日 通常営業
12月 29日 日曜日 休業日
12月 30日 月曜日 8時 31分～正午まで搬入受付
12月 31日 火曜日 休業日
1月 1日 水曜日 休業日
1月 2日 木曜日 休業日
1月 3日 金曜日 休業日
1月 4日 土曜日 通常営業

クリーンセンター年末・年始ごみ搬入計画

◆シール大…５００円
（一人で持ち運びでき
ない物）

◆シール小…２５０円
（一人で持ち運びでき
る物）

※なお、シールは町役場住民生活課、花徳支
所で販売しております。

※尾母、井之川、下久志、金見、手々地区は
各駐在員宅でも販売していますのでご利用
下さい。
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徳之島町が発注する建設工事、測量、建設コンサルタント業務、物品等の一般（指名）競争入札に参
加を希望される方は、下記要領にて提出してください。

１．受付期間：平成 26 年 1 月 6 日～平成 26 年 3 月 31 日まで（土、日、祝祭日は除く）
（郵送による提出の場合は、平成 26 年 3 月 31 日当日の消印まで有効とします。）

２．受付場所及び問い合わせ先
〒８９１－７１９２　鹿児島県大島郡徳之島町亀津７２０３番地
徳之島町役場　建設課　ＴＥＬ８２－１１１１（内線２６２）ＦＡＸ　８２－１１０１

３．提出方法：Ａ４ファイル（色指定なし）に綴り、表紙及び背表紙に申請書、年度、商号名を記
入してください。

４．提出書類・様式等：国土交通省統一様式または鹿児島県の様式を準用
◆建設工事

①建設工事入札参加資格審査申請書　②建設業許可書写し　③経営事項審査申請書写し（添付書類を
含む）　④経営事項審査結果表写し（県知事許可分）　⑤直前２年の各事業年度における工事施工金額　　
⑥納税証明書（法人・個人）、固定資産税、国民健康保険税　⑦労働保険（労災保険）料納入通知書写
し⑧　建設業退職金共済事業の加入・履行証明書　⑨雇用保険料納入通知書写し　⑩工事経歴書　⑪職
員数　⑫技術職員名簿　⑬技術職員以外の名簿　⑭消費税及び地方消費税完納証明書（税務署発行分消
費税課税業者のみ提出）　⑮水道料金納入証明書（会社分・代表者分）　⑯町営住宅使用料納入証明書（代
表者が入居している場合）　⑰土地改良事業分担金（負担金）納入証明書（耕地課）　⑱特別徴収実施確
認依頼書兼開始誓約書（税務課）　　　　　　　　　　　　※⑮⑯⑰⑱は徳之島町内業者のみ添付

◆物品
①入札参加資格申請書②営業概要書 ③使用印鑑届④納税証明書（法人・個人）⑤消費税及び地方消費税
完納証明書 ( 税務署発行分）⑥水道料金納入証明書（会社分・代表者分）⑦町営住宅使用料納入証明書

（代表者が入居している場合）⑧土地改良事業分担金（負担金）納入証明書 ( 耕地課）⑨特別徴収実施確
認依頼書兼開始誓約書（税務課）※⑥⑦⑧⑨は徳之島町内業者のみ添付

【留意事項】
◇登録・受付の確認について必要な場合は、返信用封筒又はハガキ（切手貼付）を同封して下さい。
◇申請書及び添付書類等に不備があった場合は、入札参加資格申請書は受理されませんので、提出の際

は十分ご確認のうえ提出してください。
◇平成 26 年度内に建設業許可の期限が切れる場合は、速やかに新許可書を提出してください。
◇島外業者は 2 年毎、島内業者は毎年の更新となります。
◇証明を必要とするものは、写しでもかまいません。
◇入札参加資格申請の記載事項に変更が生じた場合は、変更届けの提出が必要です。早めに提出してく

ださい。

平成 26年度建設工事入札参加資格審査申請書の受付について

行
政
相
談
医
委
員
は
、
地
域

の
方
々
の
身
近
な
相
談
相
手
と

し
て
、
国
な
ど
の
仕
事
や
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
相
談
や
行
政
の

仕
組
み
や
手
続
き
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の

助
言
や
関
係
行
政
機
関
へ
の
通

知
な
ど
の
仕
事
を
無
報
酬
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
ま
す
。

住
所　

亀
徳
な
ご
み
の
岬
内

☎
０
９
０
―
９
７
９
１
―
９
１
９
４

定
例
相
談
開
設
日

毎
月
第
２
火
曜
日

花
徳
支
所
（
10
時
～
12
時
）

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

（
14
時
～
16
時
）

行
政
相
談
委
員

の
ご
紹
介徳之島町の行政相談委員

東
とう

郷
ごう

　勇
いさむ

さん
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今回ご紹介するのは、徳之島地福純糖蜜（きび蜜）です。徳之島
のサトウキビを１００％使用した糖蜜です。

サトウキビの搾り汁を濾過することで美しい琥珀色の糖蜜にな
り、従来の製品と比べると色は薄いですが、一口食べるとサトウキ
ビ特有の香りが口いっぱいに広がります。
島一番コンテストで優秀賞をいただいた商品です！

砂糖や黒みつの代
用としてお餅やお団
子、ヨーグルトにか
けたり、ゼリーにし
たり、写真のように

大学イモの味付けに使用することもできます。

今月の美農里館見学会は 12月 8日 ( 日 ) と
12 月 26 日 ( 木 ) の 13：30 ～ 16：00 です。
※なお、１０名様以上の団体での見学につきましては

事前に下記までご連絡をお願いいたします。

【お問い合わせ先】
徳之島町役場　地域営業課（ヘルシーブランド事業推進協議会）
大島郡徳之島町徳和瀬 615-1　☎ 83―4111　FAX 83―1114
Ｅメールアドレス：chiikiei@tokunoshima-town.org
徳之島町地域営業課の facebook ページへの

『いいね！』よろしくお願いいたします。
http://www.facebook.com/chiikiei.tokunoshima

【お問い合わせ先】徳之島町役場企画課　☎ 82― 1 1 1 1  （内線 222）

企画課からのお知らせ

美
農
里
館
だ
よ
り
12
月
号

○従業員４人以上の全ての製造事業所を対象に、25 年 12 月

31 日時点で実施します。

○工業統計調査は、我が国における工業の実態を明らかにす

ることを目的とする政府の重要な調査で、統計法に基づく

報告義務のある基幹統計調査です。

○調査の結果は中小企業施策や地域振興な

ど、国及び地域行政施策のための基礎資料

として利活用されます。

○調査票にご記入いただいた内容は、統計

作成の目的以外（税の資料など）に使用す

ることは絶対にありません。

○調査の趣旨・必要性をご理解いただき、

ご回答をよろしくお願いいたします。

平成 25 年工業統計を実施します

平
成
25
年
漁
業
セ
ン
サ
ス
が
終
了
し
ま
し
た
。

調
査
対
象
と
な
ら
れ
ま

し
た
方
に
は
、
調
査
票
へ

の
ご
記
入
、
回
収
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
統
計
調
査
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

平成 25年
漁業センサスのご協力
ありがとうございました

工業統計キャラクター・コウちゃん
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